


（西暦）年　　　月　　日
日本企業経営学会
副理事長･入会資格審査委員長 殿

修士課程院生の研究能力を保証する文書
日本企業経営学会会員
氏　名　●　　●　　●　　　　印
所　属　●大学大学院●●研究科
職　位　●　●
日本企業経営学会 入会資格内規 第2条④ に従い、下記の修士課程院生の研究能力を保証いたします。
記
	修士課程院生氏名
	

	院生と保証する文書作成者との関係
	

	研究能力を
保証する理由
	【例文】●●●●氏は, 20●●年●月に●●大学大学院に入学し私のゼミに所属した。●●氏の大学院での研究テーマは●●に関する研究で, その研究の優れた特色は, 問題の本質部分について深く洞察し, 的確にしかも簡潔な形で解法を構成する点にあるといえる。また, 自立性に富み, 自ら問題を発見し,  試行錯誤を行いながら短期間で独創的な成果を生み出す能力も持っている。●●氏の研究実績は, 「●●●●●●●」●●大学紀要,2018.08, 「●●●●●●●」●●大学紀要,2018.08, を有している。
ゼミ生たちとの議論にも率先して発言し, 信頼されている人物である。とても明るい性格の持ち主で, 協調性についても問題ないと認識している。以上のように●●氏は, 真摯に研究活動に取り組み, 本学会員にふさわしい品位と知見，学究の意欲を有し, 将来の活躍が大きく期待できると判断できるので, 同氏研究能力を保証する。


（2020年8月18日承認）




